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釜
ケ
峰
山
国
有
林
は
、
平
成
の
大
合
併

に
よ
り
近
畿
以
西
で
最
も
広
い
市
と
な
っ

た
広
島
県
北
部
の
庄
原
市
口
和
町
に
所
在

し
て
い
ま
す
。
面
積
は
約
五
二
三
㌶
で
、

天
然
林
と
人
工
林
か
ら
な
り
、
庄
原
市
や

三
次
市
を
流
れ
、
日
本
海
に
注
ぐ
江
の
川

の
水
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
森
林

浴
公
園
」
と
し
て
、
地
域
住
民
の
憩
い
の

場
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。

　
中
腹
に
鎮
座
す
る
「
釜
峰
神
社
」
は
、
地

か
ま
み
ね

域
の
人
々
か
ら
「
釜
峰
さ
ん
」、「
天
狗
さ

ん
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
昔
こ
の
釜
峰
神
社
に
は
、
天
照
皇

大
神
・
佐
田
彦
神
な
ど
が
祀
ら
れ
、「
天
狗

さ
ん
」
の
由
来
と
な
っ
た
佐
田
彦
神
は
、

「
身
の
丈
七
尺
余
り
、
顔
赤
く
鼻
は
七
咫

に
し
て
鋭
く
猛
々
し
き
大
神
で
、
天
孫
ニ

ま

が

つ

ニ
ギ
の
尊
降
臨
の
時
、
我
は
目
勝
の
神

（
萬
物
に
打
ち
勝
つ
）
で
あ
り
、
尊
の
道
案

内
を
申
し
出
て
、
高
千
穂
と
か
、
比
婆
山

と
か
、
伊
勢
と
か
へ
同
道
し
た
」
と
の
神

話
が
あ
り
ま
す
。
霊
験
豊
か
な
軍
神
と
し

て
、
特
に
第
二
次
世
界
大
戦
中
は
四
国
・

九
州
に
至
る
ま
で
多
く
の
人
々
が
兵
士
の

武
運
長
久
を
祈
っ
た
と
さ
れ
る
ほ
ど
神
威

の
宏
大
さ
が
信
じ
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

  

現
在
の
釜
ケ
峰
山
国
有
林
は
、
林
木
遺

伝
資
源
保
存
林
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
ア

ベ
マ
キ
」
の
巨
木
群
を
代
表
に
、
ス
ギ
・
ヒ

ノ
キ
の
優
良
林
も
多
く
、
各
種
事
業
が
盛

ん
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
平
成
一

七
、
一
八
年

度
と
続
け
て

保
育
間
伐

（
活
用
型
）
を

実
行
し
て
い

ま
す
が
、
搬

出
の
際
は
作

業
道
を
作
設

し
、
路
網
整

備
も
進
め
て

い
ま
す
。
こ

の
作
業
道
を

利
用
し
、
高

性
能
林
業
機

械
を
導
入
し

て
よ
り
機
動

的
で
効
率
的

な
森
林
整
備

や
木
材
の
生

産
を
行
い
、
適
切
な
国
有
林
野
の
管
理
経

営
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
保
育
間
伐
に
よ
っ
て
発
生
す
る
間

伐
材
は
、
森
林
資
源
の
有
効
利
用
と
木
材

の
安
定
的
供
給
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、

搬
出
さ
れ
た
材
は
、
市
況
動
向
に
注
意
し

な
が
ら
よ
り
有
利
な
販
売
に
よ
り
収
入
確

保
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　
保
育
間
伐
に
つ
い
て
は
列
状
間
伐
を
積

極
的
に
導
入
し
、
搬
出
コ
ス
ト
削
減
に
よ

る
一
層
の
間
伐
の
推
進
を
図
る
と
と
も

に
、
健
全
な
森
林
の
育
成
に
努
め
て
お

り
、
一
部
は
列
状
間
伐
の
モ
デ
ル
林
に
も

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

  
ま
た
、
釜
ケ
峰
山
国
有
林
の
一
部
（
約

一
二
㌶
）
を
「
ふ
れ
あ
い
の
森
」
に
設
定

し
、
庄
原
市
で
は
「
ふ
れ
あ
い
の
森
釜
峰

山
森
林
浴
公
園
」
と
し
て
整
備
を
行
っ
て

い
ま
す
。
展
望
台
や
東
屋
、
歩
道
が
整
備

さ
れ
、
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
な
が
ら
九

〇
種
類
以
上
の
植
物
を
観
察
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
毎
年
春
に
は
地
元
の
小
学
校
の
遠
足
に

合
わ
せ
森
林
教
室
等
を
行
い
、
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
や
林
木
遺
伝
資
源
保
存
林

の
林
内
散
策
、
木
工
教
室
な
ど
を
実
施

し
、
森
林
環
境
教
育
を
地
域
と
連
携
し
て

国
有
林
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。

　
更
に
、
平
成
一
七
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成

ス
ク
ー
ル
に
お
い
て
も
、
植
物
観
察
、
炭

焼
体
験
等
の
実
習
場
所
に
な
る
な
ど
、
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
貴

重
な
国
有
林
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
今
後
も
、
路
網
の
整
備
や
き
め
細
か
な

森
林
施
業
に
よ
り
、
公
益
的
機
能
の
よ
り

一
層
の
発
揮
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
民

か
ら
親
し
ま
れ
る
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
の

場
の
提
供
、
間
伐
の
モ
デ
ル
林
造
成
、
地

球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
木
材
の
生
産
を

行
う
な
ど
、
国
有
林
と
し
て
の
機
能
が
十

分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
各
種
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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